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研究成果の概要（和文）：社会決定要因の同定という観点では全国土木のデータを用いて30-49歳の働く世代に
おいて、低収入と心血管イベントリスク上昇（糖尿病、高血圧、脂質異常症、肥満）の関連を示し、その収入に
よる健康格差が過去4年間で拡大していることを明らかにした。また米国の国民健康栄養調査データを用いて、
教育歴が低いほど糖尿病による死亡リスク上昇の程度が大きいことを示した。さらに同じデータに因果媒介分析
を応用し、親の学歴が子供の肥満に与える影響のうち約20％が収入に寄与することを示した。

研究成果の概要（英文）：In the context of identifying social determinants, we utilized nationwide 
cohort data to demonstrate that among the working-age population of 30-49 years in Japan, there is a
 link between low income and an increased risk of cardiovascular events (diabetes, hypertension, 
dyslipidemia, obesity). We also showed that health disparities based on income have widened over the
 past four years. Additionally, using data from the National Health and Nutrition Examination Survey
 (NHANES) in the USA, we found that lower educational attainment is associated with a higher risk of
 death due to diabetes. Further, by applying causal mediation analysis to the same data, we showed 
that approximately 20% of the effect of a parent's education level on their child's obesity is 
mediated by income.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究結果で得られた結果は、糖尿病をはじめとする生活習慣病が心血管イベント発症リスクを高めるメカニズ
ムにおいて、収入や教育環境などの社会背景因子が重要な役割を有していることを示しており、今後の内科診
療・医療政策において社会決定要因がより重要視されることが期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

高齢化や生活習慣の変化に伴い、日本・世界での糖尿病の患者数は増加しており、2030

年には世界で 5 億 7800 万人に達すると推計されている。糖尿病による心血管イベント

の発症は、健康寿命を阻害するのみならず医療費の増大にも影響を及ぼしており、我が

国において早急に対処すべき政策課題となっている。一方で、糖尿病が心血管イベント

を引き起こすリスクは人種や性別、収入などの社会背景によってばらつきが大きく、そ

れらの社会背景因子に応じた予防・治療介入の在り方についても議論がなされてきた。

さらに、糖尿病およびその合併症としての心血管イベントの社会決定要因を明らかにす

ることは健康日本 21 第二次のゴールである健康格差対策の観点からも極めて重要なテ

ーマである。貧困・孤独感など、慢性的な社会ストレスが臓器間ネットワークを介して、

多様な機能障害を引き起こし、心血管イベントを代表とするような、長期予後・生活の

質に強く影響する疾病のリスクとなる。特に慢性ストレスによる、慢性炎症、脳内ネッ

トワークを介した生活習慣の変容、臓器間ネットワークを介したアロスタティック負荷

は、糖尿病を重症化させるリスク因子であり、慢性的な社会ストレス下だと心血管イベ

ントの発症を抑制するための予防・治療の効果も減弱する可能性がある。しかし、収入

や生活形態などの社会背景因子の情報は入手し難いうえに、複合的に関わりあっている

ため、慢性的な社会ストレスと糖尿病をはじめとする心血管イベントリスクの関連につ

いてはメカニズム含め十分に把握されておらず、その臨床応用も不十分である。 

 

２．研究の目的 

本研究では、社会リスクの重要な一つである低収入と糖尿病を含む心血管リスク因子

(肥満、高血圧、脂質異常症)の関連を明らかにすることを目的とした。 

 

３．研究の方法 

全国土木建築国民健康保険組合が有する被保険者情報とレセプトデータ、健康診断デー

タを用いて、2017 年から 2020 年まで毎年国の健康診断プログラムに参加した日本の成

人（30～49 歳）を対象とした。修正ポアソン回帰モデルを応用して交絡因子を調整する

ことで、個人の年収の三分位数による心血管リスク要因（糖尿病、肥満、高血圧、脂質

異常症）の 4年間の疾患トレンドを明らかにした。 

 

４．研究成果 

58,814 人の成人のうち、50,024 人（85％）が男性で、平均（SD）年齢は 42.1（5.4）歳

であった。研究期間中、低所得群は一貫して高所得群よりも糖尿病、肥満、高血圧の有

病率が高い傾向が認められた。特に高血圧の病気の有病率の差は、男性（低所得 vs. 高

所得：2017 年の+5.73％[95％CI, 4.72-6.73]から 2020 年の+8.26％[95％CI, 7.11-

9.41]）および女性（低所得 vs. 高所得：2017 年の+2.53％[95％CI, 0.99-4.06]から

2020 年の+3.83％[95％CI, 1.93-5.73]）で 2017 年から 2020 年にかけて増加していた

（下図）。本研究結果より、日本のような国民皆保険を持つ国であっても、30 歳から 49

歳の成人の間で、過去 4年間に所得レベルによる心血管リスク要因、特に高血圧、の格

差が広がっていることが明らかとなった。この生活段階での心血管健康の平等を達成す



るためには、増加する社会的不平等を慎重に監視する必要がある。 
 

 
図. 2017 年から 2020 年の 4年間における収入ごとの心血管リスク要因のトレンド（男性） 

 

現在、本課題で得られた知見を基課題で得られた本知見を日本及び米国のリアルワール

ドデータに拡張させるため、国際共同研究基金によるサポートの元、どの集団に着目し

て生活習慣病の介入を行うことが、格差を拡大せずに心血管イベント発症の割合を最大

限削減できるかについて検討している。さらに日米の比較を行うことで、それぞれの医

療システム・文化を考慮したうえで効果的な集団に介入を行う「真の個別化医療」の実

現を目指す。 
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